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研究成果の概要（和文）：家庭動物の生活習慣の変化に伴う肥満は目立って増えており、ネコで

は２型糖尿病のリスクを著しく上昇させることが知られている。申請者はネコの Cdkal1 遺伝

子上の SNP が肥満に感受性があることを明らかにした。ヒト CDKAL1 はインスリン分泌に関

与し、同遺伝子第 5 イントロン中に SNP が存在する事が知られている。ネコ Cdkal1 遺伝子上

の SNP は第 11 イントロンに存在し、ヒト以外の動物で初の報告となる。 

 

研究成果の概要（英文）：The lifestyle-related illnesses became popular in domestic animal, 

especially obese, increases the risk of type 2 diabetes in cat. The CDK5 regulatory 

subunit-associated protein 1-like 1 (Cdkal1) gene encodes methylthiotransferase, and the 

gene contains risk variants for type 2 diabetes in human. Genotyping analysis of single 

nucleotide polymorphism (SNP) for cat Cdkal1 revealed that obese cats have different 

tendency from normal cats. These findings suggest that cat Cdkal1 may be a candidate 

marker for genetic diagnosis of obesity. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、家庭動物の生活習慣の変化に伴う肥
満は目立って増えており、ネコでは２型糖尿
病のリスクを著しく上昇させることが知ら
れている。肥満を予防するためにネコが肥満
しやすい体質であるか否かを診断する検査
技術は未だ確立されていない。 

２．研究の目的 

 申請者は遺伝子診断法に着目し、特に一塩

基多系解析技術（SNP）を用いて肥満に関与
すると考えられる４遺伝子をこれまでに発
見した。本申請研究課題は新規に発見したこ
の肥満ネコ SNP の機能を解析し、家庭動物
の臨床検査技術の開発とその応用を目的と
する。 

３．研究の方法 
 申請者が SNP解析により肥満関連遺伝子と
推定した 4遺伝子の機能が正常型と肥満型で
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如何に異なるかは機能解析の遂行無くして
解明が難しいと考える。4 遺伝子の機能はそ
れぞれ異なるので解析には独自の研究戦略
が必要である。以下はその例であり、 
「グレリン、レプチン」正常および肥満型の
ホルモンの合成、正常受容体への結合実験 
「SREBP1」転写を制御する下流遺伝子のプロ
モーターを組み込んだレポーターアッセイ 
「インスリン受容体」正常および肥満型受容
体を発現する細胞株での情報伝達解析 
 
 などが主な機能解析となる。この他、新た
なネコ肥満 SNPの検出を目的として、大規模
なマッピングを行う。上記 SNPを含め、臨床
診断に応用可能な SNPの検出システムをでき
るだけ早い時期に構築を目指すものである。 
 
４．研究成果 
 当初、計画に基づき４遺伝子 SNPの機能解
析を行ったが、明確な肥満型 SNPの及ぼす生
理作用を明らかにすることができなかった。
肥満したネコのゲノム DNAを用い、ヒトで肥
満に感受性のある SNPを有する遺伝子群のう
ち、cyclin-dependent kinase 5 regulatory 
subunit–associated protein 1–like 1 
(CDKAL1) 遺 伝 子 上 の SNP を 検 出 し た
(Yamamoto et al., Veterinary Medicine: 
Research and Reports 2013)。ヒト CDKAL1
はインスリン分泌に関与すると考えられて
おり、同遺伝子第 5イントロン中に SNPが存
在する事が知られている。ネコ Cdkal1 遺伝
子上の SNP は第 11 イントロンに存在し、ヒ
ト以外の動物で初の報告となる。 
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